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　UIA2011東京大会が成功裏に終わり、その成果を次世代建築界へどのよ
うに引き継ぐかが議論され始めた頃から、私は国際委員として国際委員長
であった岩村さんの活動を間近で拝見することにより、多くのことを学ぶ
機会に恵まれ、国際委員長を引き継いだ後も強力なサポートを受けること
ができました。岩村さんからいただいた経験への感謝を込めて、若い世代
の方々に私が触れた岩村さんの知的な魅力をお伝えしたいと思います。

　今、私の手元には岩村さんが作成された膨大な量の JIA国際活動関連の
資料があります。例えば、「ARCASIA大会日本誘致のための備忘録」「JIA
の国際戦略を考える」「17の国連SDGsに対する建築ガイド」「SDGsへの
日本建築家協会の取り組み」といったものですが、情報発信のタイミン
グが重要であると判断されるやいなや、岩村さんが骨子のみならずその
全てを多言語でものすごい速さで作成されることに毎回驚かされました。
「書き出したら手が止まらなくなっちゃってねー」と謙遜されながら資料
を配られるのですが、おそらく誰よりもご自分が適任という自負もおあ
りだったに違いありません。岩村さんの洞察、分析、構築の力によって
こそ出来た資料は JIAの貴重な財産であり、今なお私の資料作成の範と
なっています。

　 JIA全国大会で行われる国際委員会イベントに IPF（海外会長会議）があります。いくつかの岩村さんが携わられた国際
会議での進行に心酔していた私は、大阪、徳島、弘前の大会でモデレーターをお願いしました。鮮烈に思い出されるの
は、パネリストの発表をていねいに受け止めつつ、それらを1つの提言として一気呵成にまとめ上げていく巧みな力です。
岩村さんが天井を見上げると思わず全員が上を向いてしまうように、それはまるで知的なパフォーマンスを見ているよ
うでした。

　岩村さんが「国際経験豊かなプロフェッサーアーキテクト」であること以上に、私には「超然とした特異な方」に見える
佇まいがとても魅力的でした。歌舞伎役者が修練の挙句に自分の世界観を持って演じるが如く、岩村さんは長くさまざま
な鍛錬の積み重ねの結果、深淵な知性と多言語を操るエンターテイナーのように自由に振る舞う力を身につけられたのだ
と思います。
　側にいるだけで見るもの全てが勉強になる一方で、岩村さんは手取り足取り教えてくださる方ではありませんでしたの
で、まずはフレーズやふるまいを記憶し、次にはそれを真似てみるといった努力が必要でした。今は師を失ったような気
持ちではありますが、資料と記憶を頼りに後塵を拝していきたいと思っています。

　JIAの国際活動は岩村さんにその礎を築いていただき、現時点では国際情勢の変化もあり、動きがやや緩やかになって
いる状態であると感じます。これからの国際戦略を考える時に、岩村さんが残してくださった資料や自らの行動で示さ
れたレッスンに学び、それを時代にフィットさせていくことが基本的姿勢となることは間違いないと私は信じています。
きっと岩村さんは「とりあえずざっとまとめた資料は残してあるので、あとはみなさんが適宜考えてやってみてください
ねー」と飄々と仰っているに違いありません。「知のフォース」を見せつけながらも簡単に答えを示してくださる方ではな
いのです。

　JIAの国際活動の場において、知的魅力に溢れた機会と知性への憧憬を与えてくださった岩村和夫さんに、心から
感謝いたします。

岩村和夫さんの「知のフォース」
追悼——岩村和夫氏

高階澄人（国際委員会）

長くJIA国際委員会で活躍され、JIA理事・国際委員長、また国際建築家連合（UIA）理事・副会長を歴任された岩村和夫さんが、
2024年11月1日に亡くなられました（享年76）。その後国際委員長を引き継がれた高階澄人氏に、岩村氏を偲んで寄稿していた
だきました。

寄 稿

岩村和夫（いわむら かずお）

1973年早稲田大学修士課程修了後、仏政府給費技術交
流研修生として渡仏。在パリ「Candilis事務所」を経て、
1977年ドイツ、ダルムシュタットに「建築都市設計同
人AG5」設立。1980年に帰国し、東京に「岩村アトリエ」
設立。1998年武蔵工業大学環境情報学部教授、同大学
院教授等を経て、2011年東京都市大学都市生活学部教
授に就任。東京都市大学名誉教授。香港・珠海学院客
員教授、東京工業大学講師。日本建築家協会理事・副
会長、日本建築学会理事、国際建築家連合（UIA）理事・
副会長等を歴任。
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